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営業外収益（助成金収入）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年 12 月期第２四半期連結会計期間（2025 年４月１日～2025 年６月 30 日）において、下

記のとおり、営業外収益（助成金収入）を計上いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 営業外収益（助成金収入）の内容 

当社は、経済産業省令和４年度第２次補正予算「中小企業イノベーション創出推進事業」に係る事

業者に採択され、「行政等ニーズに応える小型空撮ドローンの性能向上と社会実装」事業（以下、本

事業）を進めております。この度、本事業に係る補助金を受領いたしましたので、521,736 千円を助

成金収入として営業外収益に計上いたします。 

本事業は、革新的な研究開発を行う中小企業（以下、スタートアップ等）による研究開発を促進し、

その成果を国主導の下で円滑に社会実装し、我が国のイノベーション創出を促進するための制度にお

いて、スタートアップ等が社会実装に繋げるための大規模技術実証（フェーズ３）を実施し、我が国

におけるスタートアップ等の有する先端技術の社会実装の促進を図ることを目的としています。当社

は、本事業において、我が国の小型空撮ドローンの飛行性能を市場トップクラスまで向上させるとと

もに、経済安全保障やセキュリティ等、安全安心を担保したドローン機体及び周辺システムの開発を

目指します。また、行政等ニーズに適合するべくエンドユーザーと密な連携を図りながら、インフラ

点検や災害対策等の実業務に導入できる、使い勝手の良さを追求し、ドローンの社会実装の加速を目

指します。 

 

２． 業績に与える影響 

 上記、営業外収益の計上による業績への影響につきましては、2025 年３月 19 日公表の 2025 年 12

月期通期業績予想に織り込み済みです。 

 

以 上 

 


